予算要求資料
平成２７年度９月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費　　　
	事業名:新産業観光施設ネットワーク形成推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　観光企画課　観光資源係　電話番号：058-272-1111（内3073）

　　　　　　　E-mail： c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額　2,500千円（現計予算額：　0千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	2,500
	2,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　本県には、航空宇宙産業関連施設「かかみがはら航空宇宙科学博物館」、地場産業である「美濃焼」、「美濃和紙」、「関の刃物」に関連する観光施設など、複数の産業観光施設が存在している。各施設では、誘客に向けたＰＲを個々に行ってはいるものの、産業観光施設として一体的なＰＲは行っていない。

他方、愛知県には、「トヨタ産業技術記念館」、「リニア・鉄道館」、「INAXライブミュージアム」など多くの産業観光施設が存在し、先端技術産業や地場産業（陶磁器等）といった本県に共通する同業種の観光施設も複数存在している。

平成29年度には、「かかみがはら航空宇宙科学博物館」のリニューアル、愛知県営名古屋空港の航空機見学施設のオープンが予定されており、これを契機としてより多くの観光客が当該施設を訪問することが見込まれる。
このため、愛知県と連携して広域産業観光を推進することにより、両県の産業観光施設を訪れる観光客の広域周遊を促し、産業観光施設への誘客を図ることが必要である。
(２）事業内容
平成29年度を見据え、愛知県と連携して、観光産業施設の一体的なＰＲ、受入環境の整備に取り組むことにより、広域産業観光を促進し、もって観光消費額の増大を図る。
①定期バスツアーの造成に向けたモニターツアーの実施【2,500千円】
　　　両県の産業観光施設及び周辺の観光施設を周遊する定期観光バスの造成に向けたモニターツアーを実施する。
②ＰＲツールの作成【2,500千円】
　　　両県を訪れる観光客向けに産業観光施設及び周辺観光施設の概要、産業観光マップを掲載したパンフレットを作成する。配架箇所は両県の主要駅・宿泊施設等を想定。
（３）県負担・補助率の考え方
　　・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）
　　　上乗せ交付分充当

　　・愛知県と岐阜県でそれぞれ負担

（４）類似事業の有無

　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	2,500
	モニターツアーの実施経費、ＰＲツール作成経費

	合計
	2,500
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
　　岐阜県長期構想
　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　（人を呼び込み、地域の消費を拡大するために）
　　岐阜県観光振興プラン
　　岐阜県成長・雇用戦略
（２）事業主体及びその妥当性
　　愛知県と連携して取り組むため、国の交付金を活用し、県が事業主体として実施することが妥当。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	県内の観光資源や旅行プランを積極的にＰＲすることで、観光入込客、宿泊客を増やし、観光消費額の増大を図る。

第１ステージ(H20-H24）観光資源の掘り起こしとブランディング<点の拡大>

第２ステージ（H25-H29）宿泊滞在型観光の本格展開　　　　    <点から線へ>

第３ステージ（H30-   ）岐阜ならではの宿泊滞在型観光の定番化<線から面へ>


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観光消費額


	－億円
（H  ）
	2,372億円
（H23）
	2,460億円
（H24）
	2,659億円
（H25）
	3,000億円
（H29）
	88.6％


	観光入込客数


	－万人

（H  ）
	3,589万人

（H23）
	3,619万人

（H24）
	3,844万人

（H25）
	4,500万人

（H29）
	85.4％

	宿泊客数

（延べ人数）
	－万人

（H  ）
	  558万人

（H23）
	  583万人

（H24）
	  604万人

（H25）
	 660万人

（H29）
	91.5％



　※平成23年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能
（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

◯

	観光滞在時間及び観光消費額の増大を図るためには、両県に存在する各産業観光施設を点ではなく線で繋ぎ、観光客を広域周遊させる仕組みを作ることが必要である。また、併せて、各産業観光施設の受入環境を整備することも必要であり、本事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	両県の産業観光を軸とした広域周遊観光の推進に向けた情報発信の強化、訪日外国人旅行者に向けた取組、各産業観光施設の受入環境の整備・強化


（次年度の方向性）
	本年度の事業結果を踏まえ、定期バスツアーの造成・定着に向けた仕組みを作るとともに、各産業観光施設を周遊する仕掛け作りを推進する。


